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P２〜３ こんなことが決まりました（主な議案）
P４ 議案賛否表

P11〜19 そこが聞きたい（一般質問）

議会ホームページ議会ホームページ

令和６年
　第２回臨時会（４月）
　第３回臨時会（５月）
　第２回定例会（６月）

佐賀県消防操法大会に向けた小型ポンプ操法訓練



議
案
審
議

こんな
ことが

決まりました
第２回臨時会　４議案 、１人事案　可決
第３回臨時会　２議案　可決
第２回定例会　３議案　可決

　令和６年第２回臨時会は、４月26日に開催し、４議案、１人事案を原案通り可決しました。令和
６年第３回臨時会は、５月2４日に開催し、２議案を原案通り可決しました。令和６年第２回定例会
は６月７日から１４日までの８日間の会期で開催し、３議案を原案通り可決しました。

上
峰
町
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

氏
名　
戸と

髙だ
か

　
大だ

い
輔す

け�

年
齢　
49
歳

地
区　
み
や
き
町
（
旧
三
根
町
）

任
期　
令
和
６
年
５
月
２
日
か
ら

　
　
　
令
和
10
年
５
月
１
日
ま
で

※
20
ペ
ー
ジ
に
副
町
長
就
任
の
挨
拶

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
Ｄ
Ｘ
化
に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
で
整
備(
簡
易
Ｐ
Ａ)

す
る
排
水
に
関
し
、
本
管
埋
設
工
事
に
伴
う
特
別

会
計
の
予
算
と
な
り
ま
す
。

上
峰
町
課
及
び
室
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

上
峰
町
農
業
集
落
排
水
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
一
号)

全
員

賛
成

同
意

多
数

賛
成

多
数

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す 762万円

公共用地取得支援業
務委託料 399万円399万円

鎮西山再整備に伴う用地取得予定地に係る
事務手続きの支援委託業務となります。

DX推進支援業務委
託料 363万円363万円

１市４町での共同調達を進めている業務につい
て、移行がスムーズに行えるよう、CIO補佐官、
CDO補佐官としての業務委託料となります。

令和６年度一般会計補正予算（第１号）
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議
案
審
議

令和６年度　一般会計補正予算（第３号）

令和６年度　一般会計補正予算（第２号）

2億9,985万円

3,838万円

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

自主防災組織補助金

定額減税補足
調整給付金

上峰町庁舎屋外排水設備
等改修工事 20万円20万円

9,800万円9,800万円

1,600万円1,600万円

指定緊急避難場所整
備委託料 2,500万円2,500万円

地域通貨業務委託料(省エネ家電買い替え促進事業)

地域通貨業務委託料

1,100万円1,100万円

3,900万円3,900万円
生活者支援において、低所得者支援、子育て支援、物価
高騰支援の内容で地域通貨ポイント給付事業となります。

省エネ家電等への買い替え促進による生活者支援事業
で、地域通貨で行う事業の予算となります。

定額減税に係る調整給付
事業に伴う予算となります。

住民税非課税世帯等に対する
重点支援給付金

1,925万円1,925万円
令和５年度に給付金を受けとられていない方で新たに住民税非課税、
住民税均等割のみ課税となる世帯に１０万円を給付する事業となります。

中心市街地における指定緊急避難場所の整備に
係る事業となります。

庁舎東側及び西側の1階から３階のトイレ排水
が詰まっていることに伴う改修工事の予算とな
ります。

新たに設立された自主防災組織の強化及び、
円滑な組織運営の支援を図るための予算となり
ます。
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議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９１０
蔵
戸　

新

石
橋　

信

江
﨑
文
男

鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

吉
富　

隆

寺
﨑
太
彦

大
川
隆
城

 第2回臨時会

23 専決処分の承認を求めることについて
（上峰町税条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

24 専決処分の承認を求めることについて
（上峰町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

25 上峰町課及び室設置条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

26 令和6年度上峰町一般会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

27 上峰町副町長の選任について 同意 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

 第3回臨時会

28 令和6年度上峰町一般会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ －

29 令和6年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ × ○ × × ○ × ○ －

 第２回定例会

30
上峰町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一
部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

31 令和6年度上峰町一般会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

32 佐賀県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

〈賛　否　表〉 ○は賛成　×は反対

令和6年　第2回・第3回臨時会・第2回定例会　議案賛否表

お
詫
び
と
訂
正

　
前
回
発
行
の
議
会
だ
よ
り

の
一
般
質
問
の
な
か
で
訂
正

す
べ
き
箇
所
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

22
ペ
ー
ジ
、
町
長
の
発
言
部
分

誤
　
当
時
は
ま
だ
業
務
経
験
の

あ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
利
益

を
地
域
に
還
元
し
な
い
株
式

会
社
で
は
な
い
地
域
商
社
の

随
時
契
約
が
適
切
。

正
　
当
時
は
ま
だ
業
務
経
験
の

あ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
利
益

を
地
域
に
還
元
し
な
い
株
式

会
社
で
は
な
い
地
域
商
社
の

随
意
契
約
が
適
切
。
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予

算

令和６年度　　正予算補

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎財政調整基金繰入金� 1億6,753万1千円
◎重点支援地方交付金� 5,132万3千円
◎ふるさと寄附金基金繰入金� 4,452万4千円
◎特定防衛施設周辺整備調整交付金
� 2,730万2千円
◎交通安全対策（通学路緊急対策）補助金
� 2,049万4千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎定額減税補足調整給付金� 9,800万円
◎地域通貨業務委託料� 3,900万円
◎用地買収に伴う補償費� 2,687万2千円
◎指定緊急避難場所整備委託料
� 2,500万円
◎住民税非課税世帯等に対する重点支援給付金
� 1,925万円

歳入
130億

4,187万8千円

歳出
130億

4,187万8千円

町税
13億4,139万1千円
10.3％

地方交付税
11億7,000万円
9.0％

国庫支出金
8億9,910万6千円
6.9％

県支出金
9億1,467万9千円
7.0％

繰入金
39億7,143万7千円
30.5％

町債
8,770万円
0.7％

寄附金
40億11万3千円
30.7％

その他
6億5,745万2千円
4.9％

総務費
83億1,385万3千円
63.7％

民生費
17億2,915万5千円
13.3％

農林水産業費
4億3505万6千円
3.3％

土木費
5億1,687万5千円
4.0％

教育費
7億1,200万8千円
5.5％

公債費
2億6,425万9千円
2.0％
その他
2億3,028万1千円
1.8％

消防費
2億2,298万7千円
1.7％

衛生費
6億1,740万4千円
4.7％

本会期までの累計

一 般 会 計
3億4,585万9千円増額して、総額130億4,187万8千円となる。

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

納税証明書 全議員提出
　上峰町議会議員政治倫理条例第６条には「議員は、上峰町から賦課されている税の滞納のな
い証明書を毎年５月３１日までに議長に提出しなければならない。」と規定しています。
　この規定に基づき、全議員から税の滞納のない証明書が提出されました。

特 別 会 計 農業集落排水特別会計　※歳出予算額

1,500万円を増額し、８億2,509万６千円となる
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議
案
審
議

　学校現場では、貧困・いじめ・不登校・教職員の長時間労働や未配置など解決すべき課題
が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを保障するための教材研究や授業準備の時間を
十分に確保することが困難な状況となっている。ゆたかな学びや学校の働き方改革を実現す
るためには、教職員定数の改善等が不可欠である。
　2021年の法改正により、小学校の学級編制標準は段階的に35人に引き下げられ、計画通り
に進捗すれば、25年度に完了となる。今後は、小学校に留まることなく、中学校・高等学校
での早期実施と、きめ細かい教育活動をすすめるために、さらなる学級編制標準の引き下げ、
少人数学級の実現が必要である。一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を
行っている自治体もあるが、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題である。義務教
育費国庫負担制度については、国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられた。国の
施策として定数改善に向けた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定
水準の教育を受けられることが憲法上の要請である。ゆたかな子どもの学びを保障するため
の条件整備は不可欠である。
　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体
が計画的に教育行政を進めることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請す
る。

記

１.�中学校・高等学校での35人学級を早急に実施すること。また、さらなる学級編成標準の
引き下げについて検討をすること。

２.�学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、教職員定数を改善して教員の持ち
授業時数を削減し、時間外勤務手当の支給を行うこと。

３.�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費国
庫負担制度の負担割合を１／２に引き上げること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。

　令和６年６月１４日
� 　佐賀県上峰町議会

　内閣総理大臣　岸田　文雄　様
　衆議院議長　　額賀　福志郎　様
　参議院議長　　尾辻󠄀　秀久　様
　総務大臣　　　松本　剛明　様
　財務大臣　　　鈴木　俊一　様
　文部科学大臣　盛山　正仁　様

国に対し 意見書を提出
少人数学級・教職員定数の改善、義務教育費国庫負担制度拡充
に係る意見書

全
員

賛
成
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議
案
審
議

　政治資金パーティーに関する収入の一部が政治資金収支報告書に記載されていなかったこ
とや、議員側にキックバックし議員側も収支報告書に記載していないことが判明した。その
ため、政治資金規正法違反として立件された事案や、いわゆる裏金疑惑が指摘されている事
案が連日報道され、国民の間に政治に対する不信感が広がっている。
　政治資金規正法は、政治資金の収支の公開等により政治活動が国民の不断の監視と批判の
下に行われるようにし、政治活動の公明と公正を確保することにより民主政治の健全な発達
に寄与することを目的としている。しかしながら、この法の趣旨から逸脱した政治資金の取
扱いが指摘され、政治のあり方さえも問われている今回の事態は、地方議会としても看過で
きず、誠に遺憾と言わざるを得ない。
　まず、政治倫理審査会等により自浄作用の力を発揮し、全容の徹底解明と政治に対する不
信感の払しょくに取り組まなければならないことは当然であるが、政治資金の取扱いの適正
化による裏金問題の抜本的な再発防止策も必要である。
　よって、国におかれては、政治資金規正法の本旨に立ち返り、政治活動の自由との調和に
も配慮しつつ政治資金パーティーに係る収支の透明性を確保するため、政治資金の取扱いに
ついて、基準の明確化、収支報告書等への記載・公表の徹底その他必要な見直しを行い、今
回のような事態の再発防止と政治に対する国民の理解と信頼回復に誠心誠意取り組むよう、
強く求める。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。

　令和６年６月１４日
� 　佐賀県上峰町議会

　内閣総理大臣　岸田　文雄　様
　衆議院議長　　額賀　福志郎　様
　参議院議長　　尾辻󠄀　秀久　様
　総務大臣　　　松本　剛明　様
　法務大臣　　　小泉　龍司　様
　財務大臣　　　鈴木　俊一　様

政治資金パーティー裏金問題の再発防止等を求める意見書 全
員

賛
成

上峰小学校の児童の方々が傍聴に来られました

令和6年6月11日一般質問(2
日目)に、上峰小学校の６年生の
児童の方々が傍聴に来られました。
議場に入る際は緊張されていた様
子でしたが、一般質問では真剣な
表情で傍聴されておられました。
後日、議会宛に丁寧な字で感想を
書いていただき、各議員も拝見さ
せていただきました。
是非ともまたの傍聴をお待ちして
おります。

7



議
案
審
議

　令和６年　第３回臨時会
　令和６年度　上峰町一般会計補正予算
　（第2号）（議案第28号）

　
　
　

�

　
江
﨑
　
文
男
　
議
員

　
議
案
第
28
号
上
峰
町
一
般

会
計
補
正
予
算
書
、
こ
の
中

身
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
案

第
29
号
の
質
疑
で
申
し
上
げ

た
と
お
り
、
今
回
の
下
水
道

の
予
算
に
つ
い
て
は
反
対
の

立
場
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
一

般
会
計
に
計
上
さ
れ
て
い
る

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
出

資
金
１
，５
０
０
万
円
に
つ

い
て
も
反
対
す
る
。

　
　
　

�

　
吉
田
　
　
豊
　
議
員

　
先
ほ
ど
の
反
対
で
、
29
号

に
関
連
し
た
と
こ
ろ
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、
総
合
的
に

判
断
し
て
、
私
は
賛
成
の
立

場
で
意
見
を
申
し
上
げ
る
。

　
先
ほ
ど
の
質
疑
の
中
で
、

執
行
部
の
答
弁
を
総
合
的
に

判
断
す
る
と
、
反
対
意
見
と

し
て
は
、
開
発
区
域
は
単
独

で
汚
水
処
理
を
す
べ
き
だ
と

い
う
意
見
だ
が
、
執
行
部
の

答
弁
で
は
、
地
域
振
興
施
設

の
中
の
大
儀
は
避
難
所
と
ト

イ
レ
を
公
共
で
所
有
す
べ
き

反
対

賛
成

で
あ
る
と
い
う
町
長
の
認
識

か
ら
予
算
の
提
案
が
さ
れ
て

い
る
。

　
南
海
ト
ラ
フ
等
の
大
地
震

と
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
考

慮
す
る
と
、
町
民
に
安
全
・

安
心
を
供
与
す
る
立
場
を
考

え
る
と
、
下
水
処
理
能
力
も

試
算
上
は
許
容
範
囲
内
で
も

あ
り
、
何
ら
危
惧
す
る
も
の

は
な
く
、
こ
れ
は
速
や
か
に

進
め
る
べ
き
内
容
で
あ
る
も

の
と
考
え
る
。
よ
っ
て
私
は

賛
成
す
る
。

　

討論

　令和６年　第３回臨時会
　上峰町農業集落排水特別会計補正予算
　（第１号）（議案第29号）

　
　
　

�

　
江
﨑
　
文
男
　
議
員

　
議
案
第
２９
号
令
和
６
年
度

上
峰
町
農
業
集
落
排
水
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て
、
反
対
の
立
場
で

討
論
に
参
加
す
る
。

　

工
事
請
負
費
1
，２
０
０

万
円
は
、
実
施
設
計
を
し
な

い
で
、
今
回
予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
投
げ

か
け
る
。
ま
た
、
そ
の
答
弁

に
つ
い
て
も
積
算
根
拠
等
が

曖
昧
で
あ
る
。
坊
所
処
理
場

に
中
心
市
街
地
の
簡
易
パ
ー

キ
ン
グ
を
繋
ぎ
込
む
こ
と

は
、
処
理
能
力
か
ら
見
て
も

非
常
に
危
険
が
伴
う
と
感
じ

て
い
る
。よ
っ
て
、簡
易
パ
ー

キ
ン
グ
を
坊
所
処
理
場
へ
繋

ぎ
込
む
予
算
で
あ
る
議
案
第

29
号
は
反
対
す
る
。

　
　
　

�

　
蔵
戸
　
　
新
　
議
員

　
私
は
賛
成
の
立
場
で
討
論

に
参
加
す
る
。

　
賛
成
の
理
由
と
し
て
、
第

一
に
、
こ
の
簡
易
P
A
は
防

災
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
点

反
対

賛
成

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
受

益
者
と
な
る
の
は
町
民
で
あ

る
。
よ
っ
て
こ
の
施
設
は
町

が
所
有
す
べ
き
も
の
と
し
て

整
理
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し

た
。
受
益
者
が
町
民
で
あ
る

た
め
当
然
町
が
負
担
す
べ
き

と
思
い
、
こ
の
支
出
は
合
理

的
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
処

理
能
力
に
つ
い
て
は
、
土
地

改
良
連
合
会
な
ど
専
門
的
な

知
見
を
有
す
る
組
織
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
判
断
し
た
と

の
こ
と
で
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
合
理
的
判
断
と
感
じ
た
た

め
、
賛
成
す
る
。

討論
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議
案
審
議

　
　
　

�

　
鈴
木
　
千
春
　
議
員

　
私
は
賛
成
の
立
場
で
討

論
に
参
加
す
る
。
中
心
市

街
地
活
性
化
事
業
の
農
業

集
落
排
水
に
関
す
る
工
事

の
件
で
、
こ
の
度
、
執
行

部
が
判
断
し
た
理
由
は
次

の
3
点
。
1
点
目
は
、
許

容
量
で
は
な
く
、
流
水
量

で
判
断
す
べ
き
と
の
回
答

を
土
改
連
に
確
認
し
て
い

る
点
。
2
点
目
は
中
心
市

街
地
活
性
化
事
業
に
つ
い

て
は
、
町
と
民
間
企
業
が

存
在
す
る
観
点
か
ら
公
民

分
担
と
し
て
町
が
支
出
す

る
。
他
の
事
例
で
も
公
が

支
出
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

3
点
目
は
、
埋
設
工
事
の

工
事
請
負
費
の
中
に
、
今

回
許
容
量
の
バ
ッ
フ
ァ
に

近
し
い
こ
と
も
あ
り
、
ポ

ン
プ
等
の
改
修
計
画
も
概

算
で
は
あ
る
が
、
計
上
さ

れ
て
い
る
点
。
以
上
3
点

か
ら
、
私
は
本
議
案
は
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
と

判
断
し
た
。

賛
成

　
　
　

�

　
原
　
　
直
弘
　
議
員

　
中
心
市
街
地
開
発
の
各

施
設
の
詳
細
計
画
が
決

ま
っ
て
い
な
い
状
況
に
お

い
て
は
、
既
存
の
下
水
処

理
場
を
利
用
す
る
場
合
と

開
発
地
内
で
下
水
処
理
場

を
一
体
的
に
造
る
場
合
と

の
比
較
検
討
を
す
る
べ
き

と
考
え
る
の
で
、
こ
の
議

案
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
。

　
　
　

�

　
寺
﨑
　
太
彦
　
議
員

　
議
案
第
２９
号
令
和
６
年

度
農
業
集
落
排
水
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て
、
賛
成
の
立
場

で
討
論
す
る
。
中
心
市
街

地
活
性
化
事
業
、
こ
の
中

の
簡
易
パ
ー
キ
ン
グ
事
業

は
、
公
民
連
携
を
図
っ
て

い
く
中
で
、
区
分
所
有
が

決
ま
り
、
ま
た
こ
こ
に
防

災
拠
点
を
持
た
せ
る
と
い

う
こ
と
で
役
割
分
担
が
で

き
た
と
理
解
し
、
流
量
に

関
し
て
は
土
改
連
と
相
談

し
確
認
が
で
き
た
。
以
上

反
対

賛
成

の
点
で
私
は
賛
成
を
し
た

い
と
思
う
。

　
　
　

�

　
吉
富
　
　
隆
　
議
員

　
議
案
第
２９
号
令
和
６
年

度
上
峰
町
農
業
集
落
排
水

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
実
施
設
計
書
の
関

連
に
つ
い
て
は
、
私
は
、

今
か
ら
設
計
の
段
階
で
あ

り
、
工
事
費
用
の
予
算
計

上
は
あ
り
え
な
い
の
で
、

反
対
を
す
る
。

　
　
　

�

　
石
橋
　
　
信
　
議
員

　
私
は
賛
成
の
立
場
で
討

論
す
る
。

　
執
行
部
は
い
ろ
ん
な
観

点
か
ら
説
明
が
な
さ
れ

た
。
設
計
開
発
委
託
料
に

関
し
て
も
配
管
工
事
の
説

明
が
入
っ
て
い
た
。
大
ま

か
な
算
出
根
拠
は
で
て
お

り
、
工
事
に
つ
い
て
も
土

改
連
の
農
業
集
落
排
水
の

い
ろ
ん
な
経
験
、
知
識
を

お
持
ち
の
方
々
が
算
出
さ

れ
判
断
さ
れ
て
い
る
。
ま

反
対

賛
成

た
防
災
拠
点
と
し
て
、
町

民
の
皆
様
が
安
全
・
安
心

に
避
難
で
き
る
施
設
と
し

て
今
後
利
用
さ
れ
る
安
全

な
町
づ
く
り
の
前
進
に
な

る
と
思
っ
て
い
る
の
で
賛

成
す
る
。

　
　
　

�
　
大
川
　
徹
也
　
議
員

　
議
案
第
２９
号
令
和
６
年

度
上
峰
町
農
業
集
落
排
水

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て
、
反
対

の
討
論
す
る
。

　
中
心
市
街
地
に
お
け
る

下
水
道
の
在
り
方
は
、
下

水
処
理
能
力
や
、
そ
の
後

の
費
用
負
担
に
関
わ
っ

て
く
る
重
大
な
問
題
で
あ

る
。
ゆ
え
に
、
中
心
市
街

地
内
に
お
い
て
計
画
さ
れ

て
い
る
各
開
発
工
事
の
下

水
計
画
の
全
体
像
が
示
さ

れ
た
上
で
審
議
す
べ
き
重

大
な
案
件
だ
と
考
え
て
い

る
。

　
よ
っ
て
こ
の
順
番
で
審

議
す
べ
き
も
の
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
今
回
の
案
に

つ
い
て
は
反
対
す
る
。

反
対
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一
般
質
問

　６月定例会にて一般質問に登壇した議員は９名となります。通告の質問事項は、下記の通りとなりますが、
議会の様子も編集後にホームページで掲載されますので、あわせてご覧ください。

No. 議　員 頁質問事項（◯印が記事になっております）

一般
質問
そこが聞きたい!!

令和６年　第２回定例会（６月）

10

4
①地域振興策について
②災害対策について
３健康対策について

P.14
寺﨑太彦議員

9
①地域通貨「mineca」の活用について
②中心市街地活性化事業の進捗について
③農業振興の取組について

P.19
鈴木千春議員

２
①定額減税
②空き家対策
③農業振興
４町道の維持管理

P.12
吉田豊議員

6
①農業振興について
②地域通貨事業について
③中学校入学者への支援について

P.16
蔵戸新議員

7
①一般社団法人への出資金について
②農業集落排水事業について
３「SAGA2024国スポ・全障スポ」について

P.17
江﨑文男議員

８
①上峰町中心市街地活性化事業について
②ふるさと納税関連事業について
③養鰻場について

P.18
吉富隆議員

3 ①安全・安心なまちづくりについて
②町長の一般社団法人理事就任の件について P.13

原直弘議員

1
①町長の一般社団法人理事就任の問題について
２令和6年3月定例議会で尋ねた、ふるさと返
　礼品の鰻について

P.11
大川徹也議員

5
①土砂、水害対策について
②安全・安心な町づくりについて
③農業振興について

P.15
石橋信議員



一
般
質
問

問
令
和
５
年
12
月
議
会

で
は
行
政
長
（
町
長

は
行
政
庁
と
主
張
）
と

し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
手
引
き
に

基
づ
い
た
も
の
だ
っ
た

と
答
弁
し
、
先
般
の
３

月
議
会
で
は
、
武
廣
勇

平
個
人
か
つ
、
公
園
管

理
者
と
し
て
入
っ
た
と

答
弁
し
、
全
く
理
由
が

異
な
っ
て
い
る
。
答
弁

に
一
貫
性
が
見
ら
れ
な

い
が
。
法
人
の
理
事
就

任
理
由
は
。

※
詳
し
く
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

答
副
町
長　
観
光
庁
の

指
針
が
地
域
の
多
様

な
関
係
者
（
文
化
財
、
ア

問
同
理
事
の
期
間
は
。

答
町
長　
令
和
４
年
６

月
10
日
か
ら
令
和
５

年
１２
月
27
日
で
あ
る
。

問
退
任
理
由
は
。

答
町
長　
公
園
管
理
者

と
し
て
、
民
間
の
方

が
実
施
し
て
い
く
と
決

ま
っ
た
の
で
、退
任
し
た
。

所感
町
長
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
育

て
て
い
く
、
牽
引
し

て
い
く
た
め
に
同
法
人

理
事
に
な
っ
た
と
の
答

弁
と
理
解
し
て
い
る
。

公
園
管
理
者
に
な
る
た

め
に
同
法
人
理
事
に
就

任
し
た
と
い
う
理
由
は

12
月
の
議
会
で
は
述
べ

て
い
な
い
。
残
念
な
が

ら
町
長
の
答
弁
の
一
貫

性
の
な
さ
か
ら
、
そ
の

内
容
を
素
直
に
信
じ
る

こ
と
、
ま
た
受
け
止
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

問
地
方
自
治
法
第
142
条

「
請
負
人
等
と
な
る

こ
と
の
禁
止
」
が
あ
り
、

そ
の
理
由
は
地
方
公
共

団
体
の
長
は
個
人
的
な

利
益
を
得
て
は
い
け
な

い
こ
と
は
当
然
で
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
委
託

側
と
受
託
側
に
そ
の
長

が
い
る
こ
と
に
よ
り
、

職
務
執
行
の
公
正
や
適

正
を
損
な
う
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
に
、
こ
の
法

律
が
作
ら
れ
て
い
る
と

私
は
認
識
し
て
い
る
が
。

答
町
長　

な
の
で
公

正
、
適
正
を
損
な
う

お
そ
れ
の
有
無
の
判
断

基
準
と
い
う
の
が
高
裁

判
決
で
出
て
い
る
。
内

容
は
「
当
該
法
人
の
性

格
や
請
負
契
約
の
内
容

を
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、

長
に
就
任
す
る
前
か
ら

個
人
の
資
格
に
お
い
て

法
人
の
役
員
に
就
任
し

て
い
る
場
合
や
、
長
が

個
人
の
資
格
に
お
い
て

営
利
目
的
等
で
法
人
に

出
資
し
て
い
る
場
合
な

ど
は
、
長
の
職
務
の
執

行
の
公
正
、
適
正
を
損

な
う
お
そ
れ
が
高
い
と

い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
。

し
た
が
っ
て
今
回
そ
う

し
た
事
実
が
あ
れ
ば
そ

れ
を
指
摘
さ
れ
る
べ
き

だ
。

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
交
通
事

業
者
、地
公
体
、そ
し
て
、

地
域
住
民
、
飲
食
店
、
宿

泊
施
設
、
商
工
業
、
農
林

漁
業
、
公
園
等
）
を
巻
き

込
む
必
要
性
を
記
し
て
い

る
か
ら
理
事
に
就
任
し
た
。

答
町
長　
私
自
身
が
兼

職
す
る
際
、
確
認
す

る
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
の

組
織
が
社
協
と
同
様
に
、

非
営
利
、
無
報
酬
、
利

益
を
得
る
こ
と
が
法
人

の
業
務
の
性
質
上
想
定

で
き
な
い
よ
う
な
環
境

に
あ
り
無
配
当
で
あ
る

点
。
よ
っ
て
理
事
の
就

任
は
可
能
。

答
町
長　
12
月
議
会
は

通
告
も
な
く
Ｄ
Ｍ
Ｏ

理
事
就
任
の
理
由
を
問

わ
れ
、
観
光
庁
の
手
引

に
従
っ
た
こ
と
を
る
る

申
し
上
げ
た
。
よ
っ
て

12
月
の
就
任
理
由
と
し

て
は
答
え
て
い
な
い
。

３
月
議
会
で
の
答
弁
が

答
え
だ
。

同
理
事
の
退
任
理
由
は

公
園
管
理
者
が
民
間
に
決
ま
っ
た
た
め

兼
業
禁
止
に
抵
触
す
る
認
識
は

無
報
酬
、
無
配
当
、
非
営
利
組
織
で
問
題
な
い

大川　徹也 議員

一
般
社
団
法
人
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　
理
事
就
任
の
理
由
は

非
営
利
組
織
で
無
配
当
・
無
報
酬
で
問
題
な
い
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一
般
質
問

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

問
委
員
に
危
機
管
理
対

策
監
は
入
っ
て
い
る

か
。答

住
民
課
長　
現
時
点

で
は
入
っ
て
な
い
。

問
日
本
列
島
で
は
、
巨

大
地
震
が
い
つ
発
生

す
る
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
危
機
的
状
況
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
に
特
定
空
き
家

を
ど
う
取
り
扱
う
か
協

議
す
る
時
、
危
機
管
理

対
策
の
面
か
ら
意
見
を

出
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
と
私
は
考
え
る
が
。

答
住
民
課
長　
次
期
改

選
の
折
に
は
、
内
部

で
協
議
し
た
い
。

問
今
年
１
月
１
日
の
能

登
地
震
で
も
経
験
し

た
よ
う
に
、
家
屋
の
倒

壊
に
よ
り
道
路
が
寸
断

さ
れ
孤
立
集
落
が
数
多

く
発
生
し
た
。
上
峰
町

に
お
い
て
も
、
巨
大
地

震
の
発
生
に
よ
り
、
特

定
空
き
家
等
の
倒
壊
に

よ
り
孤
立
集
落
が
発
生

し
な
い
対
策
と
し
て
行

政
代
執
行
も
あ
り
得
る

と
思
う
が
、
課
長
の
見

解
は
。

答
住
民
課
長　
管
理
者

も
わ
か
ら
な
い
危
険

家
屋
等
に
ど
う
対
応
す

る
の
か
。
と
の
問
い
で

あ
る
が
、
で
き
る
限
り

問
竹
チ
ッ
プ
を
活
用
し

た
農
業
振
興
に
取
り

組
む
心
構
え
は
。

答
産
業
課
長　
破
砕
機

の
視
察
に
行
き
、
土

壌
改
良
材
以
外
に
も
、

肥
料
や
飼
料
等
と
し
て

の
活
用
が
で
き
る
と

知
っ
た
。
業
者
に
よ
る

実
証
試
験
も
さ
れ
、
よ

い
結
果
が
出
て
い
た
。

竹
チ
ッ
プ
事
業
は
採
算

が
取
れ
な
い
と
の
回
答

を
出
し
て
い
た
が
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
取

り
組
め
る
事
業
ス
キ
ー

ム
が
形
成
で
き
る
か
確

認
し
た
い
。

要望
竹
の
気
孔
を
微
生
物

が
住
み
か
と
し
て
活

用
さ
せ
る
の
が
目
的
で

あ
り
、
肥
料
効
果
ま
で

は
期
待
し
て
い
な
い
。

デ
モ
機
に
よ
る
町
内
で

の
実
演
を
早
く
実
施
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

問
ど
の
よ
う
な
方
法
で

減
税
さ
れ
る
の
か
。

答
税
務
課
長　
令
和
６

年
分
の
所
得
税
一
人

３
０
，０
０
０
円
、
個
人

住
民
税
一
人
１
０
，０
０

０
円
が
定
額
減
税
さ
れ

る
。
ま
た
方
法
に
つ
い

て
は
個
人
住
民
税
は
、

所
得
割
額
が
課
税
さ
れ

て
い
る
納
税
義
務
者
の

人
々
へ
定
額
減
税
分
が

算
入
さ
れ
た
納
税
通
知

書
及
び
納
付
書
を
送
付

し
て
い
る
。

問
自
営
業
者
や
農
業
者

に
つ
い
て
今
一
度
説

明
を
。

答
税
務
課
長　
自
営
業

者
、
農
業
者
の
所
得

税
分
に
つ
い
て
は
確
定

申
告
の
時
期
ま
で
減
税

を
す
る
す
べ
が
な
い
の

で
確
定
申
告
の
時
期
に

精
算
さ
れ
る
。

の
相
続
人
等
を
調
べ
、

そ
れ
で
も
不
明
な
場
合

は
、
所
有
者
不
明
空
き

家
と
し
て
代
執
行
な
り

を
す
る
こ
と
に
な
る
と

思
う
。
こ
の
場
合
、
予

算
措
置
が
必
要
と
な
る

か
ら
、
弁
護
士
等
と
も

相
談
し
な
が
ら
対
応
す

る
。問

危
機
感
が
な
い
。
先

ず
、
住
民
の
安
全
、

安
心
を
第
一
に
考
え
て

対
応
す
べ
き
で
あ
る
が
。

答
住
民
課
長　
勿
論
住

民
の
皆
様
の
生
命
を

守
る
よ
う
に
心
が
け
、

対
策
を
取
り
た
い
。

問
緊
急
安
全
措
置
に
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

答
住
民
課
長　
災
害
、

そ
の
他
非
常
時
に
は

条
例
等
に
基
づ
き
適
宜

対
応
し
て
い
く
。

空
き
家
等
対
策
推
進
協
議
会
の
設
置
は

平
成
30
年
７
月
に
設
置
済
み

竹
チ
ッ
プ
を
活
用
し
た
土
壌
改
良
を

土
壌
改
良
だ
け
で
な
く
肥
料
効
果
も
あ
る

定
額
減
税
の
種
類
と
方
法
は

所
得
税
及
び
個
人
住
民
税
が
減
税
さ
れ
る

吉田　豊 議員

12



一
般
質
問

実
施
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
国
ス
ポ
・
全
障
ス

ポ
に
合
わ
せ
県
が
県
道

の
歩
道
に
視
覚
障
が
い

者
用
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク（
以

下「
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
」と

い
う
。）の
設
置
を
し
て

い
る
。

問
県
道
と
同
時
期
に
行

わ
れ
た
庁
舎
周
辺
の

歩
道
改
修
工
事
で
は
、

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

問
通
学
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
早
急
な
対

策
を
お
願
い
し
て
い
た

が
、
ま
だ
危
険
な
通
学

路
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。
子
ど
も
た
ち
に
危

険
が
及
ぶ
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
つ
ま
で
も
改
善

さ
れ
な
い
の
は
問
題
で

あ
る
。

答
教
委
事
務
局
長　
　

今
後
の
計
画
と
し

て
、
通
学
路
に
路
側
帯

の
カ
ラ
ー
舗
装
、ハ
ン
プ
、

狭
さ
く
用
の
ラ
バ
ー

ポ
ー
ル
設
置
の
計
画
を

総
務
課
及
び
建
設
課
と

協
議
す
る
。

問
一
般
社
団
法
人
の
理

事
就
任
に
お
い
て
法

で
定
め
る
町
長
の
兼
業

禁
止
規
定
の
抵
触
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

答
町
長　

こ
の
法
律

は
、
営
利
的
関
係
を

有
す
る
立
場
か
ら
隔
離

し
長
が
個
人
的
利
益
を

得
る
こ
と
を
禁
止
す
る

法
律
で
、
判
例
に
よ
る

と
、
長
の
職
務
執
行
の

公
正
、
適
性
を
損
な
う

お
そ
れ
の
有
無
の
判
断

要
件
は
法
人
の
性
格
や

請
負
契
約
内
容
、
あ
る

い
は
就
任
す
る
前
か
ら

個
人
的
な
資
格
に
お
い

問
行
政
活
動
の
基
本
と

な
る
「
上
峰
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン
」
で
は
、

全
て
の
町
民
が
不
自
由

な
く
安
全
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
向
け
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
化
の
推
進
を

掲
げ
て
あ
る
が
、
そ
の

実
施
状
況
は
。

答
総
務
課
長　
公
共
施

設
で
は
段
差
の
解
消

や
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
の

問
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内

の
危
険
を
訴
え
て
か

ら
2
年
ほ
ど
に
な
る
が
、

こ
の
２
年
間
で
の
進
捗

が
あ
ま
り
な
か
っ
た
状

況
を
考
え
る
と
、
今
後

は
関
係
機
関
へ
の
要
望

等
で
は
な
く
教
育
行
政

が
主
体
と
な
っ
た
ほ
う

が
よ
り
早
く
施
工
で
き

る
と
思
う
が
。

答
教
委
事
務
局
長

路
線
の
一
部
に
つ
い

て
は
、
総
務
課
が
進
め

て
い
る
「
ゾ
ー
ン
30
プ

ラ
ス
」
で
補
っ
て
い
け

る
と
考
え
て
い
る
。

て
法
人
の
役
員
に
就
任

し
て
い
た
場
合
や
個
人

の
資
格
に
お
い
て
営
利

的
目
的
で
法
人
に
出
資

し
て
い
る
場
合
が
基
準

と
さ
れ
る
。
そ
の
い
ず

れ
で
も
な
い
。

※
詳
し
く
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
当
該
法
人
の
令
和
５

年
３
月
31
日
現
在
の

利
益
剰
余
金
が
約
１
億

5
，600


万
円
で
あ

る
。
非
営
利
団
体
で
あ

れ
ば
剰
余
金
は
0
に
近

づ
く
べ
き
と
思
う
が
。

答
町
長　
法
律
家
に
よ

る
と
、
営
利
的
関
係

法
人
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
で

得
た
利
益
を
特
定
の
構

成
員
、
社
員
や
株
主
な

ど
に
分
配
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
関
係
の
法

人
。
非
営
利
法
人
と
い

う
の
は
、
定
款
等
で
非

営
利
性
、
構
成
員
の
利

益
分
配
を
目
的
と
し
て

い
な
い
こ
と
が
徹
底
さ

れ
て
い
る
法
人
。
当
該
一

般
社
団
法
人
は
無
配
当
、

無
報
酬
、
定
款
の
目
的

欄
に
共
益
的
活
動
を
行

う
と
い
う
こ
と
が
確
認

が
さ
れ
て
い
る
。

問
私
が
知
る
限
り
当
該

法
人
の
収
入
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
委
託
業

務
以
外
に
大
き
な
収
入

は
な
い
の
で
、
町
か
ら

当
該
委
託
業
務
を
一
括

受
注
す
る
当
該
法
人
の

利
益
剰
余
金
が
１
億
５
，

６
０
０
万
円
も
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
当
該
委

託
料
が
過
大
に
積
算
さ

れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
長
の

職
務
執
行
の
公
正
、
適

正
を
損
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

答
町
長　
非
営
利
組
織

で
あ
れ
ど
利
益
剰
余

金
は
発
生
す
る
。
私
が

申
し
上
げ
て
い
る
の
は
、

長
の
個
人
的
な
利
益
を

図
る
こ
と
を
防
止
す
る

の
が
兼
業
禁
止
規
定
の

規
範
で
あ
り
、
無
配
当
、

無
報
酬
を
条
件
に
理
事

と
し
て
就
任
を
し
て
き

た
。
判
例
で
は
原
告
棄

却
さ
れ
て
い
る
。

誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

町
の
考
え
は
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
基

づ
い
た
も
の
で
な
い
の
か
。

答
総
務
課
長　
誘
導
ブ

ロ
ッ
ク
は
県
道
に
設

置
さ
れ
る
も
の
と
い
う

考
え
に
基
づ
い
て
お
り
、

町
で
は
段
差
の
解
消
を

行
っ
た
。

通
学
路
の
安
全
確
保
の
対
策
は

関
係
機
関
と
協
議
す
る

兼
業
禁
止
規
定
の
抵
触
に
つ
い
て

非
営
利
組
織
で
無
報
酬
、
無
配
当
で
問
題
な
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
実
施
状
況
は

様
々
な
取
り
組
み
を
実
施

原　直弘 議員
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一
般
質
問

問
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
は
、
シ
ョ
ー

ト
ム
ー
ビ
ー
、
ア
ニ
メ

「
鎮
西
八
郎
為
朝
」
が
作

ら
れ
、
か
な
り
好
評
で

あ
っ
た
。
今
後
の
展
開

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答
政
策
課
長　
中
心
市

街
地
の
エ
リ
ア
を

「
カ
ゼ
マ
チ
」
と
い
う
名

称
で
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
き
「
カ
ゼ
マ

チ
」
と
い
う
街
区
そ
の

も
の
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す

る
取
り
組
み
を
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
を

展
開
し
て
き
た
が
、
関

係
人
口
の
増
加
に
は
も

の
す
ご
く
寄
与
し
て
き

た
事
業
だ
と
思
っ
て
い

る
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
を
試
み
る
こ
と
に

よ
っ
て
よ
り
上
峰
町
を

知
っ
て
も
ら
い
、
よ
り

人
に
お
越
し
い
た
だ
け

る
よ
う
な
交
流
拠
点
の

場
と
い
う
形
で
の
昇
華

を
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
今
ま
で
上
峰
町
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
大
型
商

業
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
し

か
な
か
っ
た
。
し
か
し

鎮
西
八
郎
が
、
今
は
目

玉
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
、
子
ど
も
達
に
鎮
西

八
郎
の
教
育
読
本
を

作
っ
て
、
子
ど
も
達
に

教
え
て
い
く
こ
と
も
必

要
と
思
っ
て
い
る
が
。

答
教
育
長　
ア
ニ
メ
鎮

西
八
郎
の
英
訳
へ
の

試
み
は
、
学
校
の
子
ど

も
た
ち
か
ら
要
望
が
上

が
っ
て
い
る
。
小
・
中

学
校
の
修
学
旅
行
で
外

国
人
と
出
会
う
の
で
、

子
ど
も
達
か
ら
声
を
か

け
て
上
峰
町
や
為
朝
の

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を

持
っ
た
り
、
子
ど
も
達

が
作
っ
た
上
峰
町
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
、

外
国
人
と
英
語
で
交
流

し
て
い
る
。
今
年
度
は
、

ア
ニ
メ
の
英
語
版
が
欲

し
い
と
子
ど
も
達
か
ら

要
望
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
。
こ
れ
が
定
着
す

れ
ば
、
ほ
か
の
学
年
に

も
波
及
し
て
い
く
の
で

英
語
と
い
う
ツ
ー
ル
を

使
い
な
が
ら
、
鎮
西
八

郎
に
つ
い
て
も
深
く
学

ん
で
い
け
る
と
思
っ
て

い
る
。

問
災
害
対
策
と
し
て
、

下
津
毛
水
辺
環
境
施

設
へ
の
調
整
池
整
備
は
。

答
建
設
課
長　
現
在
流

入
し
て
い
る
水
量

が
、
大
雨
の
と
き
に
ど

れ
ぐ
ら
い
の
水
量
が
ど

こ
か
ら
流
れ
込
ん
で
い

て
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
貯

水
が
あ
る
か
、
現
状
の

確
認
が
必
要
で
、
継
続

問
消
防
団
の
待
遇
改
善

と
い
う
こ
と
で
、
消

防
詰
所
や
消
防
服
の
更

新
が
あ
っ
た
が
、
靴
は

各
部
で
買
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
が
。

答
総
務
課
長　
靴
は
サ

イ
ズ
や
使
用
頻
度
か

ら
返
却
が
難
し
い
の
で

各
部
で
購
入
を
し
て
い

的
に
調
査
し
、
検
討
し

て
い
く
。

る
。
ま
た
、
近
隣
町
も

同
様
だ
と
確
認
し
た
。

問
消
防
団
１
人
当
た
り

国
の
交
付
金
３
６
，

５
０
０
円
で
、
消
防
庁

は
、
手
当
等
の
支
給
の

見
直
し
を
言
わ
れ
て
い

る
が
。

答
総
務
課
長　
令
和
３

年
４
月
13
日
付
の
国

か
ら
の
通
達
に
よ
り
、

消
防
団
員
の
処
遇
改
善

及
び
新
入
団
員
の
報
酬

等
の
基
準
が
作
成
さ
れ

た
。
そ
こ
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
計
画
は

「
カ
ゼ
マ
チ
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る

調
整
池
整
備
に
つ
い
て

継
続
的
に
調
査
検
討

消
防
活
動
安
全
靴
の
支
給
は

近
隣
町
と
同
様

寺﨑　太彦 議員
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一
般
質
問

町
道
路
面
凹
凸
箇
所
等
整
備
計
画
は

令
和
10
年
度
ま
で
の
５
か
年
の
計
画
を
策
定

石橋　信 議員

問
北
部
地
区
は
ま
だ
舗

装
さ
れ
て
い
な
い
農

道
等
が
あ
る
。
町
内
の

道
は
、
私
道
以
外
は
町

が
維
持
管
理
し
、
農
道

は
農
業
者
が
使
う
か
ら

土
地
改
良
区
が
管
理
で

は
な
く
、
町
の
道
と
し

て
窓
口
を
一
本
に
で
き

な
い
か
。

を
今
年
度
策
定
し
、
国

の
ほ
う
に
提
出
を
す
る

予
定
。

答
教
委
事
務
局
長　
通

学
路
の
危
険
な
場
所

対
策
を
練
っ
て
い
く
。

問
町
長
に
尋
ね
る
。
農

業
に
関
す
る
こ
と
は

産
業
課
、
町
内
の
道
路

は
建
設
課
と
そ
れ
ぞ
れ

の
窓
口
を
一
本
化
に
で

き
な
い
か
。

問
就
任
さ
れ
て
日
が
浅

い
が
農
家
の
皆
様
と

一
緒
に
視
察
し
、
ど
の

よ
う
に
感
じ
た
の
か
。

答
副
町
長　
長
期
的
に

見
る
と
大
変
有
効
と

感
じ
る
。
定
着
す
る
ま

で
の
期
間
除
草
剤
の
投

資
部
分
が
課
題
に
感
じ

た
。

答
建
設
課
長　
先
を
見

据
え
て
の
整
備
を
行

い
、
ま
た
要
望
等
を
考

慮
し
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
く
。

問
ゾ
ー
ン
30
及
び
通
学

路
に
つ
い
て
今
年
度

の
取
組
は
。

答
総
務
課
長　
ゾ
ー
ン

30
プ
ラ
ス
整
備
計
画

問
北
部
地
区
の
た
め
池

は
重
要
度
が
あ
る
。

潮
の
満
ち
引
き
は
自
然

の
力
で
調
整
で
き
な
い

が
、
た
め
池
を
活
用
し

上
流
か
ら
下
流
へ
流
す

流
量
を
抑
制
す
る
こ
と

で
大
字
江
迎
、
前
牟
田
、

坊
所
地
区
一
部
の
水
位

が
急
速
に
上
が
ら
な
い

の
で
は
。
設
備
面
で
の

協
力
を
県
・
国
に
で
き

な
い
の
か
。

答
産
業
課
長　
将
来
に

向
け
た
設
備
の
整
備

等
に
つ
い
て
国
・
県
に

要
望
は
で
き
る
と
思
う
。

問
上
下
水
道
は
地
域
エ

リ
ア
ご
と
に
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
随
時
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

答
住
民
課
長　
上
水
道

は
東
部
水
道
企
業
団

に
お
い
て
管
内
全
体
の

老
朽
管
布
設
替
え
工
事

等
を
計
画
的
に
行
っ
て

い
る
。

答
町
長　
た
め
池
に
つ

い
て
も
町
民
に
影
響

の
あ
る
防
災
上
対
応
は

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

道
路
に
つ
い
て
も
法
定

公
共
物
と
か
考
え
方
で

区
分
し
づ
ら
い
も
の
も

あ
る
。
自
治
体
事
例
を

し
っ
か
り
調
べ
て
対
応

の
必
要
は
あ
る
と
考
え

る
。問

農
業
支
援
と
し
除
草

剤
、
集
落
を
守
る
集

落
支
援
員
の
協
力
は
で

き
な
い
か
。

答
産
業
課
長　
除
草
剤

の
助
成
は
多
面
的
事

業
で
の
活
用
を
お
願
い

す
る
。
集
落
支
援
員
は

集
落
の
支
援
で
の
形
で

問
題
な
い
と
考
え
る
。

問
た
め
池
か
ら
下
流
の

河
川
ま
で
の
間
は
、

産
業
課
や
土
地
改
良
区

で
管
轄
が
部
分
的
に
分

か
れ
て
い
る
。
全
て
産

業
課
で
一
括
管
理
で
き

な
い
か
。

答
産
業
課
長　
町
が
管

理
し
て
い
る
も
の
は

町
の
中
で
一
本
化
は
で

き
る
と
思
う
。

要望
近
隣
の
自
治
体
も
一

本
化
さ
れ
て
い
る
。

町
民
の
皆
様
の
意
見
を

１
部
門
で
吸
い
上
げ
て

維
持
管
理
を
行
う
よ
う

検
討
を
お
願
い
す
る
。

答
建
設
課
長　
下
水
道

管
は
埋
設
替
え
の
計

画
は
な
い
。

問
下
水
道
管
の
寿
命
は

50
～
60
年
程
度
と
言

わ
れ
て
い
る
。
備
え
る

必
要
性
が
あ
る
の
で
は
。

答
建
設
課
長　
現
在
全

国
的
に
も
行
わ
れ
て

い
な
い
。
今
後
動
向
を

見
な
が
ら
行
い
た
い
。

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

町
内
の
た
め
池
に
対
す
る

　
取
組
の
進
捗
は

11
箇
所
中
４
箇
所
評
価
を
実
施

上
水
道
は
計
画
的
に
、

下
水
道
は
包
括
的
に
委
託

町
内
上
下
水
道
の
維
持
管
理
は

危
険
箇
所
の
芝
植
付
は
作
業
改
善
に
な
る

安
全
な
農
作
業
へ
法
面
草
刈
作
業
改
善
は
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一
般
質
問

所
有
者
の
意
向
を
確
認

荒
廃
農
地
の
管
理
と
対
策
は

問
ミ
ネ
カ
の
利
用
状
況

と
加
盟
店
の
募
集
状

況
は
。

答
産
業
課
長　
現
在
45

店
舗
で
利
用
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
チ
ャ
ー

ジ
事
業
に
お
け
る
ポ
イ

ン
ト
は
99
％
以
上
使
用

さ
れ
て
い
る
。

問
医
療
、薬
局
、福
祉
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
も
利
用
可
能
か
。

答
産
業
課
長　
病
院
、

薬
局
等
医
療
サ
ー
ビ

ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス

で
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

当
該
事
業
所
が
当
町
地

域
通
貨
が
使
用
可
能
で

あ
れ
ば
利
用
可
能
と
思

わ
れ
る
。
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
お
い
て
も
、
町
の

条
例
、
規
則
等
で
問
題

が
な
け
れ
ば
利
用
可
能

と
考
え
ら
れ
る
。

問
現
在
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
で
は
整
骨
院
が
１

件
の
み
で
あ
り
、
薬
局

等
も
な
い
。
今
一
度
こ

の
病
院
、
薬
局
等
に
も

拡
充
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
募
集
強
化
に

つ
い
て
の
今
後
の
展
望

は
。答

産
業
課
長　
今
ま
で

は
商
工
会
や
小
売
店

等
に
つ
い
て
は
加
入
促

進
し
て
い
た
が
、
病
院

等
に
対
し
て
は
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
一
度
病
院
等

に
照
会
と
募
集
を
掛
け

て
い
き
た
い
。

問
ミ
ネ
カ
加
入
に
あ
た

り
、
事
業
者
の
負
担

軽
減
や
補
助
、
援
助
は

し
て
い
る
の
か
。

答
産
業
課
長　
事
業
者

に
対
し
て
は
ミ
ネ
カ

決
済
を
す
る
た
め
の
端

末
を
無
償
貸
出
し
し
て

い
る
。

問
こ
れ
以
上
荒
廃
農
地

を
増
や
さ
な
い
た
め

の
対
策
は
。

答
産
業
課
長　
毎
年
農

業
委
員
会
に
お
い
て

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
所
有
者
へ
利
用

状
況
調
査
を
行
い
、
農

地
利
用
を
促
し
て
い
る
。

問
意
向
調
査
の
回
答
率

は
。

答
産
業
課
長　

概
ね
８
割
か

ら
９
割
の
回
答
が

あ
る
。

問
回
答
が
な
い

場
合
は
荒
れ

た
ま
ま
に
す
る
の

か
、
一
時
的
な
行

政
代
執
行
な
ど
荒

れ
た
状
態
を
解
消

し
な
い
の
か
。

答
産
業
課
長　

公
費
負
担
で

行
う
こ
と
は
難
し

い
と
思
う
。

問
入
学
祝
金
の
支
給
対

象
を
中
学
校
入
学
者

も
対
象
と
す
る
考
え
は
。

答
教
委
事
務
局
長　
県

内
で
は
、
中
学
校
の

入
学
祝
金
は
1
町
で
支

給
さ
れ
て
お
り
、
中
学

校
入
学
祝
金
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
他
市
町
の

事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

問
入
学
祝
金
拡
充
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。　

答
教
育
長　
近
年
の
物

価
高
騰
の
影
響
も
あ

り
、
家
計
負
担
軽
減
を

通
じ
て
子
育
て
し
や
す

い
環
境
を
整
備
し
た
い
。

来
年
度
に
向
け
て
実
施

問
集
落
支
援
員
を
活
用

し
て
地
元
と
連
携
し

て
草
刈
り
や
整
備
な
ど

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答
産
業
課
長　
所
有
者

の
整
理
等
が
解
決
で

き
れ
ば
可
能
と
は
思
う

が
、
法
的
に
ど
の
よ
う

な
形
に
な
っ
て
い
る
の

か
弁
護
士
と
も
協
議
し

て
考
え
た
い
。

で
き
る
よ
う
に
、
急
ぎ

検
討
し
て
い
き
た
い
。 蔵戸　 新 議員

今
後
病
院
に
加
盟
募
集
す
る

ミ
ネ
カ
は
病
院
等
で
利
用
可
能
か

他
市
町
の
事
例
を
参
考
に
検
討

中
学
校
入
学
者
へ
の
支
援
拡
充
は

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

イノシシに荒らされた荒廃農地
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一
般
質
問

町
か
ら
の
出
資
金
は
な
い

一
般
社
団
法
人
へ
の
出
資
金
は
あ
っ
た
か

問
一
般
社
団
法
人
及
び

一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
１32
条
に
よ

る
農
泊
基
金
の
募
集
時

期
と
内
容
は
。

※
詳
し
く
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

答
町
長　
法
１32
条
に
記

載
さ
れ
て
い
る
基
金

問
簡
易
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
内
の
指
定
緊
急

避
難
場
所
の
汚
水
を
農

集
排
の
坊
所
処
理
区
へ

繋
ぎ
込
む
計
画
だ
が
、

坊
所
処
理
区
の
今
後
の

新
規
加
入
の
方
針
は
。

で
は
な
い
。

問
一
般
社
団
法
人
の
理

事
を
退
任
さ
れ
た
時

期
は
。

答
町
長　
就
任
は
令
和

４
年
６
月
10
日
で
、

退
任
の
時
期
は
令
和
５

年
12
月
27
日
。

答
建
設
課
長　

簡
易

パ
ー
キ
ン
グ
の
う

ち
、
駐
車
場
及
び
24
時

間
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
に
必
要
な
防
災

機
能
施
設
と
な
る
の
で
、

災
害
時
に
対
応
で
き
る

体
制
を
整
え
、
か
つ
非

常
時
に
お
い
て
も
早
期

の
復
旧
が
見
込
め
る
農

集
排
に
接
続
す
る
必
要

と
判
断
し
、
接
続
す
る

計
画
人
口
は
445
人
で
、

接
続
後
受
け
入
れ
可
能

人
口
は
702
人
。
今
後
の

新
規
加
入
の
方
針
は
、

従
前
ど
お
り
、
接
続
可

能
人
口
の
中
で
、
接
続

可
能
な
施
設
に
つ
い
て

受
け
入
れ
る
方
針
は
変

え
ず
、
排
水
流
入
人
口

の
増
加
を
注
視
し
な
が

ら
、
管
路
や
処
理
場
の

機
械
類
の
老
朽
化
等
に

細
心
の
注
意
を
払
い
、

必
要
で
あ
れ
ば
、
機
能

強
化
事
業
と
し
た
補
助

事
業
を
活
用
し
て
維
持

管
理
コ
ス
ト
の
低
減
や

処
理
計
画
人
口
の
見
直

し
を
図
り
な
が
ら
、
事

業
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

問
あ
と
余
裕
が
702
人
、

３
人
家
族
と
す
れ

ば
、
２３４
世
帯
の
余
裕
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

あ
な
た
は
新
規
加
入
だ

け
を
考
え
て
い
る
の
か
。

事
業
当
初
に
加
入
さ
れ

て
、
未
だ
繋
ぎ
込
み
を

さ
れ
て
い
な
い
人
が
い

る
。
あ
と
何
件
繋
ぎ
込

み
を
さ
れ
て
い
な
い
か
。

答
建
設
課
長　
令
和
５

年
３
月
末
現
在
で
、

坊
所
処
理
区
に
お
い
て

は
、
一
般
家
庭
の
加
入

件
数
１
，４
３
４
件
の
う

ち
供
用
件
数
１
，２
４
７

件
、
差
し
引
き
１８７
件
。

事
業
所
等
は
、
加
入
件

数
108
件
の
う
ち
供
用
件

数
７８
件
、
差
し
引
き
30

件
と
な
っ
て
い
る
。

問
１８７
件
の
一
般
家
庭
、

30
件
の
事
業
所
等
、

こ
の
２１７
件
は
負
担
金
を

払
わ
れ
て
権
利
を
持
っ

た
人
。
３
人
家
族
と
す

る
と
、
約
６５１
人
に
な
り
、

先
ほ
ど
言
わ
れ
た
702
人

に
対
し
、
50
人
の
余
裕

し
か
な
い
。
中
心
市
街

地
の
汚
水
計
画
は
独
自

の
計
画
で
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
。

答
政
策
課
長　
事
業
予

定
地
は
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
の
中
に

お
け
る
都
市
防
災
事
業

の
採
択
を
受
け
て
お
り
、

防
災
拠
点
と
い
う
形
で

設
け
、
指
定
緊
急
避
難

場
所
に
な
る
。
こ
れ
は

町
の
ほ
う
が
実
施
主
体

と
し
て
や
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
。

問
ア
リ
ー
ナ(

体
育
館

等)

も
農
集
排
へ
繋

ぎ
込
む
の
か
。

答
町
長　

そ
う
す
べ

き
。
体
育
館
は
避
難

所
で
あ
り
所
有
は
町
。

公
共
施
設
。
確
実
に
人

口
が
減
っ
て
く
る
予
測

推
計
。
切
通
処
理
場
は

受
入
れ
可
能
人
口
843
で

（
土
改
連
試
算
で
）
十
分

足
る
。
も
っ
と
言
え
ば
、

現
在
の
（
坊
所
処
理
区

の)

体
育
館
は
失
わ
れ
、

十
分
処
理
で
き
る
と
判

断
し
て
い
る
。
現
在
、

公
の
農
集
排
に
接
続
し

て
る
公
共
施
設
を
、
公

共
施
設
な
の
に
、（
民
間

の
浄
化
槽
に
接
続
し
）

公
の
農
集
排
に
接
続
し

な
い
理
屈
が
逆
に
見
当

た
ら
な
い
。

江﨑　文男 議員

切通処理場

坊所処理場

坊所処理区内の宅地造成

人
口
変
動
を
加
味
し
て

　
公
共
施
設
は
農
集
排
へ

中
心
市
街
地
の
汚
水
計
画
は
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一
般
質
問

問
上
峰
町
中
心
市
街
地

活
性
化
事
業
に
つ
い

て
工
事
の
進
捗
は
。

答
政
策
課
長　
事
業
予

定
地
現
場
を
見
る

と
、
お
分
か
り
の
よ
う

に
、
造
成
も
進
捗
し
て

お
り
、
建
築
作
業
に
着

手
し
て
い
る
。

問
町
と
し
て
、
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
は
。

答
町
長　
大
き
な
枠
組

み
と
し
て
は
、
交
流

拠
点
を
整
え
て
、
か
つ

定
住
促
進
に
つ
な
が
る

よ
う
な
、
仕
組
み
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
生
活
支
援
機
能

と
セ
ッ
ト
に
し
定
住
促

進
住
宅
が
必
要
だ
と
思

う
。
ま
た
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
、

子
ど
も
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
重
層
的
支
援
体

制
、
あ
る
い
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

問
ふ
る
さ
と
納
税
関
連

事
業
に
つ
い
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
。

答
政
策
課
長　
昨
年
度

の
寄
付
件
数
は
、
お

よ
そ
54
万
６
，０
０
０
件

で
、
金
額
で
は
75
億
４
，

０
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
制

度
を
取
り
巻
く
周
辺
環

境
、
社
会
変
動
要
因
、

寄
附
者
の
動
向
、
こ
れ

に
鑑
み
つ
つ
も
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
し
て
ル
ー
ル

に
沿
っ
て
戦
略
的
に
ふ

る
さ
と
納
税
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

問
養
鰻
場
に
つ
い
て
進

捗
状
況
は
。

答
産
業
課
長　
合
同
会

社
つ
ば
き
町
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
実

施
し
て
い
る
養
鰻
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、

現
在
養
鰻
場
の
施
設
が

完
成
し
、
養
鰻
出
荷
体

制
の
構
築
が
完
了
し
て

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
し
て
き
た
方
へ

の
返
礼
品
と

し
て
順
次
安

定
し
て
出
荷

さ
れ
て
い
る
。

問
今
後
の
計

画
に
つ
い

て
は
。

答
産
業
課
長

今
後
と
し

て
は
、
引
き

続
き
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で

寄
附
を
集
め

移
動
さ
せ
な
が
ら
、
こ

の
エ
リ
ア
に
様
々
な
、

お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も

ま
で
通
う
環
境
を
作
り
、

長
く
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
生
ま
れ
る
よ
う
な
場

所
の
創
出
に
向
け
て
、

現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
。

要望
最
高
責
任
者
で
あ
る

町
長
の
言
葉
と
し
て

受
け
止
め
た
。
活
性
化

事
業
に
つ
い
て
は
、
町

長
の
計
画
と
し
て
、
是

非
と
も
町
長
の
手
で
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
関
連

事
業
に
つ
い
て
は
、

町
民
も
ま
た
、
多
く
の

期
待
を
も
っ
て
い
る
。

是
非
と
も
町
長
を
は
じ

め
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ

の
所
管
課
、
事
業
主
と

の
連
携
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
法
に
触
れ
な
い

程
度
で
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
。

答
政
策
課
長　
令
和
６

年
度
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
集
計
中
で

あ
り
、
集
計
が
出
て
き

次
第
報
告
を
す
る
。

返
礼
品
と
し
て
出
荷
が

行
わ
れ
、
ウ
ナ
ギ
の
養

鰻
加
工
な
ど
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
し
て
、
高
品

質
、
高
付
加
価
値
の
商

品
を
開
発
す
る
こ
と
に

よ
り
新
た
な
、
事
業
展

開
を
図
っ
て
い
く
と
聞

き
及
ん
で
い
る
。

吉富　隆 議員

ふ
る
さ
と
納
税
の
進
捗
は

昨
年
度
は
お
よ
そ
75
億
円

中
心
市
街
地
工
事
進
捗
は

建
築
作
業
に
着
手

養
鰻
場
の
進
捗
状
況
は

安
定
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
る
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一
般
質
問

業
地
に
お
い
て
は
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
が

割
り
振
ら
れ
て
お
り
、

今
議
会
の
予
算
に
も
計

上
し
て
い
る
都
市
防
災

総
合
推
進
事
業
補
助
金

の
採
択
を
受
け
て
い
る

の
で
、
補
助
金
を
充
当

し
つ
つ
、
防
災
対
応
エ

リ
ア
と
し
て
の
機
能
を

付
与
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

答
政
策
課
長　
情
報
発

信
施
設
、
２４
時
間
の

ト
イ
レ
、
駐
車
場
の
３

施
設
が
要
件
。
加
え
て

飲
食
店
や
物
販
な
ど
の

地
域
振
興
施
設
。

問
簡
易
P
A
の
避
難
所

と
し
て
の
機
能
に
つ

い
て
、
想
定
さ
れ
て
い

る
受
入
数
や
機
能
は
。

答
政
策
課
長　
当
該
簡

易
P
A
に
お
い
て

は
、
町
民
の
み
な
ら
ず
、

交
通
往
来
者
に
も
対
応

し
て
い
く
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
１5０
台
ほ
ど

の
車
両
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
エ
リ

ア
に
配
置
す
る
予
定
。

有
事
の
際
に
は
駐
車
場

の
区
画
線
を
度
外
視
す

る
こ
と
で
そ
れ
以
上
の

確
保
が
可
能
。
竣
工
後

に
お
い
て
は
、
指
定
緊

急
避
難
場
所
と
し
て
の

指
定
を
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
幹
線
道
路
と

し
て
、
佐
賀
県
の
東
西

を
貫
く
国
道
３４
号
に
隣

接
し
て
い
る
こ
と
、
陸

上
自
衛
隊
目
達
原
駐
屯

地
に
も
近
接
し
て
い
る

地
の
利
に
鑑
み
、
被
災

地
へ
の
物
資
の
荷
さ
ば

き
場
と
し
て
の
稼
働
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
振
興
施
設

に
は
飲
食
店
も
立
ち
並

ぶ
た
め
、
炊
き
出
し
の

際
の
食
料
調
達
も
比
較

的
容
易
に
な
る
こ
と
に

加
え
、
備
蓄
倉
庫
の
配

備
、
災
害
時
に
お
け
る

７２
時
間
稼
働
す
る
ト
イ

レ
な
ど
、
防
災
機
能
と

し
て
付
加
す
る
。

な
お
、
当
該
簡
易
P
A

だ
け
で
な
く
、
開
発
事

問
簡
易
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
（
以
下
「
簡
易

P
A
」
と
い
う
。）
の
進

捗
は
。

答
政
策
課
長　

簡
易

P
A
に
つ
い
て
は
現

在
着
工
し
て
お
り
、徐
々

に
視
覚
化
さ
れ
て
き
た

と
思
う
。
年
度
内
の
登

録
を
目
途
に
、
国
に
対

し
完
成
形
の
登
録
に
向

け
た
手
続
き
を
行
っ
て

い
る
。

問
令
和
７
年
３
月
オ
ー

プ
ン
を
予
定
し
て
い

る
旨
の
報
道
が
あ
っ
た

が
、
簡
易
P
A
の
構
成

要
素
は
。

鈴木　千春 議員

簡
易
Ｐ
Ａ
の
進
捗
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

年
度
内
に
完
成
形
の
登
録
を
行
う

有
機
農
業
推
進
協
議
会
の
設
立
は

令
和
６
年
５
月
に
設
立

地
域
通
貨
ア
プ
リ
の
通
知
機
能
拡
張
の
考
え
は

今
後
企
業
に
確
認
を
し
た
い

問
地
域
通
貨
ア
プ
リ

「
c
h
i
i
c
a
」

の
登
録
者
数
は
。

答
産
業
課
長　
５
月
末

時
点
で
１
，０
９
９
名
。

問
地
域
通
貨
に
お
け
る

ポ
イ
ン
ト
の
使
用
期

限
に
つ
い
て
、
通
知
機

能
拡
張
の
考
え
は
。

答
産
業
課
長　
事
業
者

が
運
営
す
る
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
て
い
る
状

え
る
。
な
の
で
、
こ
ち

ら
は
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
て
い
る
ベ
ン
ダ
ー
や

企
業
の
人
に
確
認
い
た

だ
き
た
い
が
。

答
産
業
課
長　
以
前
、

通
知
機
能
の
使
い
方

や
町
の
情
報
の
通
知
に

つ
い
て
は
確
認
し
た
が
、

使
用
期
限
の
通
知
に
つ

い
て
は
確
認
し
て
い
な

い
。
今
後
確
認
を
し
た

い
と
思
う
。

況
で
あ
る
関
係
上
、
町

の
考
え
だ
け
で
仕
様
変

更
は
難
し
い
と
考
え
る
。

問
「
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
ｃ
ａ
」

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

は
項
目
と
し
て
使
用
期

限
を
当
然
持
っ
て
お
り
、

本
日
の
日
付
と
比
較
し

て
特
定
の
日
数
を
切
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
通
知

す
る
こ
と
は
、
技
術
的

に
は
可
能
で
あ
る
と
考

問
有
機
農
業
推
進
に
伴

う
協
議
会
設
立
は
。

答
産
業
課
長　
令
和
６

年
５
月
２３
日
に
設
立

総
会
を
開
催
し
、
み
や
き

上
峰
有
機
農
業
推
進
協
議

会
が
設
立
し
た
。

問
参
加
者
を
増
や
す
に

あ
た
り
先
進
事
例

（
糸
状
菌
を
用
い
た
農

法
）
な
ど
を
生
産
者
や

消
費
者
に
ま
ず
は
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
入
り

口
だ
と
思
う
が
。

答
産
業
課
長　
協
議
会

の
中
で
確
認
し
て
い

き
た
い
。
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皆さん、はじめまして。
この度、上峰町副町長を拝命いたしました戸髙大輔（とだかだいすけ）
と申します。

生まれは宮崎県高千穂町、現在４９歳です。幼少の頃は、父親が公務員で
したので転校することが多く、高校時代は長崎西高校で文武両道に励み、
大学は横浜国立大学へ進学し経済学を専攻しました。

高校から社会人と、上手ではないのですがバレーボールを続けていました。最近めっきり体が丸くなっ
てきましたので、どこかの機会で皆さんとプレーできたらと思っています。また、どのスポーツでも
熱心に取り組む姿には思わず応援したくなります。
本年、開催されるSAGA2024国スポ・全障スポの種目はとても楽しみです。競技に参加される
選手やスタッフの皆さんには、ぜひ頑張って欲しいなと思っています。

最近あまり遠方までは行けてないですが、山々を散策したり、自然を眺めて触れることも大好きです。
４月に行われた第９回上峰町つばきの森トレイルでは、
『かみみね為朝ウォーク』に参加しました。新緑の鎮西山をゆっくり登り景色を眺めながら、果敢に
挑む選手の皆さんに声援を送りました。会場で振舞われた豚汁もとても美味しかったです。
ありがとうございました。
来年は、競技エントリーできるようにがんばってみたいと思っています。

前職は、上峰町社会福祉協議会で高齢者の皆さんの福祉や、生活困窮の方々への支援に従事させてい
ただきました。上峰町の福祉を通して、多くの町民の方とお会いし、たくさんのお気持ちや意見に触
れながら、暮らしの下支えに携わらせていただいたと感じています。

都紀女加王墓や源為朝伝説の深い歴史が残り、鎮西山の
豊かな自然を持つ上峰町に愛着を感じています。そして、
中心市街地では新しい取り組みが始まりました。優れた
歴史と新しい風が共存する上峰町の変革の時です。皆さ
んとともに、町づくりに携わらせていただくことをとて
も光栄に感じています。

いままで培った経験と知識を活かし、『温故知新』の心で、
組織や枠を超えた働きかけを牽引していきたいと思って
います。
皆さんどうぞよろしくお願いします。

　令和6年7月28日(日)に開催されます佐賀県操法大会に向け、上峰町消防団の方々が操法訓練を
されており、表紙の写真はその様子となります。業務終了後に連日、練習を重ね訓練に励んでおられ
ました。大会ではこれまでの練習の成果を存分に発揮いただけたらと思います。

副町長就任のご挨拶

今月号の表紙につきまして
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行政庁　　　…�行政の担い手である行政主体（行政を行う権利と義務をもつ団体のこと）のうち、行
政の意思を決定し、それを国民等の外部に表示する権限を有する機関のこと。国民に
命令してその権利義務を決定したり、行政主体のための契約を締結するために相手方
に対して意思表示をする権限をもつ行政機関のこと。具体的には、行政組織の長（特
定の事務では組織の長ではないが専門知識をもった職員であることもある。）が行政
庁とされる。

行政府の長　…�内閣を司る内閣総理大臣のこと。

法律第132条…�一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第
　　　　　　　�（募集事項の決定）
　　　　　　　�百三十二条　一般社団法人は、前条の募集をしようとするときは、その都度、
　　　　　　　�次に掲げる事項（以下この款において「募集事項」という。）を定めなければならない。
　　　　　　　�一募集に係る基金の総額
　　　　　　　�二金銭以外の財産を拠出の目的とするときは、その旨並びに当該財産の内容及びその

価額
　　　　　　　三基金の拠出に係る金銭の払込み又は前号の財産の給付の期日又はその期間
　　　　　　　�２設立時社員は、募集事項を定めようとするときは、その全員の同意を得なければな

らない。

地方自治法第142条
　　　　　　…�普通地方公共団体の長は、当該普通地方公共団体に対し請負をする者及びその支配人

又は主として同一の行為をする法人（当該普通地方公共団体が出資している法人で政
令で定めるものを除く。）の無限責任社員、取締役、執行役若しくは監査役若しくは
これらに準ずべき者、支配人及び清算人たることができない。

公正、適正を損なう恐れの有無の判断(高裁判決)
　　　　　　…�文献番号：28091447
　　　　　　　判決/東京高等裁判所(第一審)
　　　　　　　�裁判年月日：平成15年12月25日
　　　　　　　�事件番号：平成15年(行ケ)第395号
　　　　　　　�事件名：選挙執行請求事件

用語の説明
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上峰ドリームキッズは小学１年生から
６年生を対象にしたドッジボールの
チームです。学童五輪では、上位入賞
を果たし佐賀県代表として九州大会に
も出場しました。また、ふれあいの森
フェスタやデモスポなど町のイベント
にもチームで参加するなど和気あいあ
いと活動しています。
初心者も大歓迎です。興味のある方は
ぜひ一度見学に来てください。

上
峰

議
会

だ
よ

り
　

210号
　

令
和

６
年

８
月

23日
発

行
■

発
行

／
佐

賀
県

上
峰

町
議

会
　住

所
／

上
峰

町
大

字
坊

所
383番

地
１

議
会
だ
よ
り　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長　
　
鈴
木　
千
春

�

副
委
員
長　
吉
田　
　
豊

�

委
員　
　
　
江
﨑　
文
男

�

委
員　
　
　
石
橋　
　
信

�

委
員　
　
　
蔵
戸　
　
新

　
梅
雨
時
期
に
入
り
︑
線
状
降
水
帯
に
伴
う
大
雨
警
報
等
が
何
度
か

発
令
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
、
安
全
を
第
一
に
冷
静
か
つ
迅
速
な
ご
判
断
を
お
心
掛
け
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
今
年
も
、
折
り
返
し
の
７
月
と
な
り
ま
し
た
。
秋
に

は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
多
世
代
の
方
々
と
交
流
が
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
今
年
は
S
A
G
A
２
０
２
４
国
ス

ポ
・
全
障
ス
ポ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
上
峰
町
で
は
、
６
月
に
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
と
し
て「
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
」と「
ク
ッ
ブ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
に
は
正
式
競
技
と
し
て
「
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
（
少
年
男
子
）」
と
全
障
ス
ポ
正
式
競
技
の
「
フ
ッ
ト
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昭
和
51
年
の
若
楠
国
体
以
来
、
約
50
年
ぶ

り
に
佐
賀
県
で
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非

競
技
の
応
援
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。�（
鈴
木
）

あ
と
が
き

【練習場所】
　体育センター
【練習日】
　第２、第４水曜日� 1８：00～２０：00
　毎週木曜日� 1８：00～２０：00
　毎週土曜日� 1３：00～1６：00

「上峰ドリームキッズ」
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検
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新しい発見！

クラブ
の紹介

行事への参加� ４月～６月

４月11日　上峰小学校入学式
　　　　　上峰中学校入学式
４月２１日　消防団入退団式
５月１４日
　上峰町ボランティアの集い

議会を傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会
を傍聴していただき、ありが
とうございます。
　次回の定例会の会期は、８
月３０日（金）から９月１３日（金）
までを予定しています。
　一般質問は９月２日（月）
及び３日（火）の予定です。

☎080-7989-7218（野田智和）問い合わせ
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